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Impression Replica Investigation and the Use of Seeds  
at the Shimo-yakebe Site

［論文要旨］

　近年，圧痕法の進展により，水洗選別によって得られた植物資料と，土器圧痕として検出された
資料の組成には差異があることが指摘され始め，遺跡本来の植物利用や周辺の植物相を把握するた
めには，植物遺体のみでなく圧痕資料も加味する必要性があると意識され始めた。本稿は，下宅部
遺跡出土の縄文土器の圧痕調査を行ない，本遺跡で利用された植物を土器圧痕から検討したもので
ある。また，下宅部遺跡に近接し，同時期の遺跡と評価されている日向北遺跡についても土器圧痕
調査を行ない，低湿地遺跡と低湿地から離れた台地上の遺跡という立地の異なる遺跡間での圧痕資
料の組成を比較した。
　その結果，両遺跡においても植物遺体として検出された大型植物種実よりも小型の植物種実を圧
痕として検出することができた。また，下宅部遺跡では植物遺体では確認されていない時期のダイ
ズ属圧痕を確認し，縄文時代中期中葉～後期中葉の間は連続的にマメ科植物が利用されていたこと
を明らかにした。下宅部遺跡と日向北遺跡では一致した資料がなく，両遺跡の有意的な関係性は読
み取れなかった。また，下宅部遺跡では注口土器の把手接合部からダイズ属子葉がみつかり，意図
的な混入の可能性が示唆された。圧痕混入の意図についてはまだ十分な議論が必要であるが，この
ような圧痕資料の特殊な傾向が明らかになってきたのは，最近の土器圧痕調査の進展による成果と
いえよう。
　今回の検討でも，遺跡全体における利用植物の実態把握には複数の回収法によって得られた資料
間の比較が重要であること，それらの資料から総合的に利用植物を判断する作業が必要であること
を追認した。
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